
5・J肌BA、1999年9月 号 、p .p.10-12.

ケナフ栽培と無薬品パルプ化の

開発について(4)

サ

神奈川大学総合理学研究所所長 ・理学部教授 釜野徳明

5.ケナフパルプの無薬品漂 白化の試み(続)

天然素材による漂白の試み:

ケナフバルブの漂白に微生物、酵素、酵母(イ ース ト)が

ある程度効果がみられた事 に気を良くして、直接これらの

天然素材を利用する事を計画 した。すなわち、大根汁、レ

モン汁及び天然酵母液を調製し、これを500m1の ビーカー

に入れ、水で希釈し着色パルプを加えて、室温で放置し、

時々撹搾 した.こ んな状態で一晩放置 し、翌朝見 ると、か

なり脱色 している事が分かった。勿論、水そのものを対照

にした。ところが驚いた事に、撹拝棒 も脱色されている事

に気付いた.と いうのは、ケナフの着色茎を撹搾棒に利用

していたか らである.こ れ こそ、一石二鳥である。天然脱

色剤(と 称することにする)の 効果は明白である。これ ら

をどの工程に利用するかは、それぞれの工夫であり、最初

に用いる事もできる(途 中の撹搾時な どにも利用できる)。

水を対照に、これ らの天然脱色剤中に浸けておいた各着色

ケナフ茎の写真を示 してお く。面白い事に、 これらで処理

した液は、水を除いて全て白色沈殿を生成していた。水も

少し色はとれるが、他のもののように白沈する事はなかっ

た.写 真を参照されたい。
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さて、去墾の場合はおそらくジアスターゼの効果と思わ

れ、他のジアスターゼを含む根茎の利用も可能であるが、大

根が最も良い。大根をおろし、ガーゼでしぼった汁を用い

ただけであり、夏は数 日すると腐 り始めるので注意しなけ

ればならない。盛んに発泡するが、発泡 している時は、効

果が大きい.

次に、天然酵母(イ ース ト)は 、市販のもので良いが、自

分で製造できる15)。生の果物に少し砂糖か蜂蜜を加えてふ

たをして暖かいところに一週間ぐらい放置すると、盛んに

泡が発生 し始め、材料は上に浮いてくる.こ れをふきんで

こして適当量用 いる。材料は乾燥果物でも良い。イース ト

の効果は暖かい方が良いので、冬場は多少暖めると良いと

思う。この場合にも、着色パルプ茎とパルプ液は白色沈殿

を生成する.

上土≧辻は、おそらくビタミンCの 効果と思われる。柑

橘類はビタミンCを 含むので、どれでも程度の差はあれ、期

待できるがやは りレモン汁が一番有効であった。レモンを

す りおろしガーゼでこし

た液を用いた。ビタミン

Cは 天然の酸化防止剤で

あ り、図1に 示 した化学

構造上の性質がその効果

に関与しているものと思

われる。そこで、市販の

CCレ モン汁や ビタミンC

錠剤を試みたところ、そ

の効果はてきめんであっ

た。着色ケナフ茎の脱色
ビタミンCに つけた着色ケナフ状態

を写真で示 しておく。

以上、検討した天然素材の漂白効果は、 レモン液(ビ タ

ミンC)が 最も大きく処理したパルプの紙は、やや薄黄色が

かるのが一番きれいであった。ケナフの茎及びバルブの着

色の原因は不明であり、ケナフ成分の変化や重合及び空気

中のカビや酸化や光による結果と考えられるが、これが レ

モン汁(ビ タミンC)に よ り脱色される事は驚きであった。
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図1ビ タ ミンCの 効 果

6.ケ ナ フの無薬 品 ・無 漂 白パル プの紙漉 き
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バルブ化の項で述べるべきであったが、ケナフの根も茎

と全く同じように、薬品を使わないでもきれいなパルプに

なる。根の場合、皮の部分が多く、芯と分けるのは手間が

かかるので、始めからいっしょによく叩き、スライスして

やれば良い。新鮮な根から最後の紙にした例を写真で示し

ておく。

れにも殺菌剤 としての化学薬品が

入っている。なんとか、天然素材

だけにしたいと思い、工夫した結

果、これは簡単に解決できた。す

なわち、ご飯の残りで和のりを作

ればいいし、さらにふのりが有効

であった。澱粉もコーンスターチ

も利用できる。また、各種の食品
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根から作成したケナフ紙

紙漉きもマニュアル通りに行えば良い。気付いた点を幾

っか記 しておくことにする。

一つは、新しい生のケナフ(生 長2ヶ 月)の1.5cm径 の

ケナフを用いた時、乾燥 したものと同じような方法でパル

プができるが、芯が粘着性で砕くのが大変であった。なる

べくよく叩L'た 方がよく、蒸解時間も多少長くしてやる方

がよいパルプが得られる。勿論、きれいな紙が出来上がる。

また、この時、竹の子を糠であく抜きすることを思い出 し、

この新鮮なケナフを5cmく らいの長さに切った茎とまるご

と、糠で煮沸騰(圧 力鍋)し たところ、色もとれ、まこと

に具合よく、その後の処理が容易になった。ところが、こ

れを乾燥 した黒っぽい着色ケナフで行ったところ、逆に色

が全体につき、さらに黒っぼくなってしまった。なぜなの

か未だに不明である。

それから今一つ、紙漉きをマニュアル通 りやると、合成

のり、か和のりを少し入れ接着を良くさせる事になるが、こ

に添 加 す る事 がで き る 多 糖 類 の プ ル ラ ン(pullulan)16)の 利

用 が 至 極 良好 で あ る事 も分 か っ た 。 この よ う に して 作 成 さ

れ た紙 は 、 口 に入れ て も危 険 はな い し、赤 ち ゃん が し ゃぶ

って も大 丈夫 で あ る 。

実際 、一 本 の ケナ フ で どの く らいの 紙 が漉 け るの です か?

とよ く聞か れ る 。工 場 で 処 理 した 量 か ら換 算 で き る が 、 こ

れで は 現実 性 が な いの で 、乾 燥 した 青皮2号 の細 い茎 で求 め

た 研 究 室 の 値 を示 して お き た い 。

使 用 した材 料:乾 燥 青 皮2号 、長 さ30cm.直 径1.3cm(平

均 値)、 円周3.5cm(平 均 値)、 重 量3.989

得 られ た 皮 と芯:皮1.4g、 芯2.5g(皮 と芯 の比 は1:1。8)

.作成 で きる紙 の枚 数 と重 量(葉 書大 の 紙 を作 成 し、残 ったパ

ル プ も重 量 で 換 算 した):学 生 が頑 張 って 、葉 書 大(平 均10.

2cm×15.7cm)の 薄 い紙 を8枚 漉 いて くれ た もの のそ れ ぞ

れ の 重 量は 、 各0.35、0.37,0.36、0.32,0.27,0.26、

0.25及 び0.20gで あ っ た 。 さす が に0.20gの もの は 薄 い 。

しか も 、 ケ ナ フ で こ こ まで 漉 け る事 も分 か っ た 。通 常 の 葉

書の 厚 さの もの は、大 体2.0～2.5gぐ らいな ので 、上の パ ル

プ で は 、薄 い葉 書 がや っ と2枚 漉 け る とい う程 度 で あ っ た 。

最 近 の ケ ナ フの無 薬 品 ・無 漂 白で 処 理 した廃 液 の状 態 を

述 べ て お く。 各 工程 にお け る匂 いは 良好 で あ り、 当然 、 蒸

解 後 が 一 番 強 く、そ れ で も決 して 悪 い もの で は な か っ た 。

ま た 、各 廃 液 のpHは 、乾燥 した ケナ フの場 合 、ほ とん ど各

工 程 に変 化 が な く、pH7.0～6.8で あ った 。新鮮 な生 の ケ ナ

フの 処 理 で は 、蒸解 後 のpHが6.5を 示 し、酸 性 成 分 の 溶 出

が 考 え られ た 。 しか し、この 値 は 、ほ とん どの 水 のpHに 近

く 、pHに も 問題 が な い事 が 明 らか と な った 。

7.終 わ り に

現実的にケナフがその処理を充分に行うと無薬品でバル

ブ化し、漂白も行う必要がない事が分かった。あくまでこ

れは、小学校や中学校及び各ボランティア団体や公民館な

どに適した方法である。今後、この方法により科学的な裏

付けが必要であるし、少し量産し工場への移行、工業化を

試みる必要がある。この点はすでに検討を始めている。
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また、このケナフの無薬品パルプ化は.「ケナフバルブ化

の作成方法」のタイ トルで特許出願(第320811号)し 、平

成11年7月30日 付で審査決定を受け、日本特許第2960063

号として認可登録されたものである。営利に関したもの以

外、この方法はぜひ広 く使用 して頂いて結構であり、その

時には御連絡頂ければ幸いである。

さらにまた、「ケナフの天然素材とビタミンCを 用いる漂

白」も特許出願している。

本年は、20数 種類のケナフの栽培を大学キャンパスで行

っている。種類の違いによる生長の差があり、無肥料、牛

糞及び化学肥料の違いも見られる。食べられる赤いローゼ

ルの栽培も進んでいる。実際に葉をそのまま食べると甘酸

っぱい。なかなか良い味である。多分、サラダに利用でき

ると思う。これらの各種ケナフのバルブがどのようなもの

か興味がある。さらに、本年は生長観察に加えて、二酸化

炭素COZ吸 収速度の測定 も続けて いるし、ケナフのDNA検

討による種類の違いと確認研究も開始している。いずれこ

れらの研究成果 も報告する予定である。
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